
問　

市
の
新
た
な
焼
却
炉
建

設
計
画
は
、
２
０
２
６
年
の

計
画
処
理
量
を
３
万
７
５
９

１
ｔ
と
し
て
い
る
。
市
の
ご

み
減
量
化
計
画
で
は
、
２
０

２
９
年
度
の
ご
み
の
排
出
量

を
７
９
３
４
ｔ
削
減
す
る
と

し
て
い
る
。
ご
み
減
量
化
計

画
と
の
か
い
離
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

焼
却
炉
の
規
模
は
総
合

的
に
判
断
し
て
決
定
し
て
い

る
。
長
期
間
に
わ
た
り
ご
み

を
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
社
会
環
境
が
変

わ
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
を

適
切
に
処
理
で
き
な
い
事
態

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

介
護
施
設
で
働
く
人
や
医
療

従
事
者
へ
の
集
中
的
検
査
の

実
施
を

問　

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え

る
要
因
の
一
つ
に
無
症
状
者

に
よ
る
感
染
拡
大
が
あ
る
。

介
護
施
設
で
働
く
人
や
医
療

従
事
者
、
感
染
拡
大
地
域
へ

の
集
中
的
な
検
査
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

無
症
状
の
人
か
ら
感
染

が
拡
大
し
な
い
よ
う
対
策
を

講
じ
る
こ
と
は
重
要
だ
。
集

中
的
な
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
無
症
状
者
を
発
見
で

き
、
感
染
防
止
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
が
、
本
市
で
は
、

新
規
感
染
者
も
抑
制
さ
れ
て

お
り
、
集
中
的
な
検
査
は
考

え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

支
援
策
の
国
保
傷
病
手
当
金

支
給
、
国
保
税
徴
収
の
猶
予

及
び
国
保
税
減
免
の
件
数
と

金
額
は
ど
う
か
。

答　

左
記
の
と
お
り
。

問　

令
和
３
年
度
の
国
保
税

は
減
額
す
る
計
画
だ
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
加
味
し
て
収
支
は
黒
字
化

で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
額
は
、
予
算
に
反
映

し
て
い
な
い
。
収
入
が
不
足

し
た
場
合
は
、
国
県
補
助
金

の
確
保
に
努
め
、
基
金
の
活

用
も
検
討
す
る
。

問　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
り
、
そ
の
方
た
ち

を
支
え
る
現
役
世
代
の
人
口

は
減
少
す
る
こ
と
が
確
実
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
国
保
財

政
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

国
保
の
運
営
に
必
要
な

財
源
は
、
適
正
な
税
の
賦
課

を
基
本
と
し
医
療
費
の
適
正

化
と
併
せ
、
国
庫
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
な
ど
、
国
へ
の

要
請
を
行
い
国
保
財
政
の
安

定
運
営
に
努
め
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
お
い
て
、
ホ
テ
ル
や
旅

館
、
観
光
施
設
等
は
大
変
な

痛
手
を
受
け
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
明
る
い
兆
し
も

見
え
る
が
、
終
息
後
の
市
独

自
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答　

修
学
旅
行
を
対
象
と
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
予
算

を
令
和
３
年
度
ま
で
引
き
続

き
実
施
す
る
。「
カ
ム
バ
ッ

ク
to
い
ざ
霧
島
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
期
限
を

６
月
末
ま
で
延
長
し
た
。
今

後
は
、
国
の「
G
o 

T
o
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
は
じ
め
各
種

支
援
事
業
を
注
視
し
、
効
果

的
な
事
業
を
検
討
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を

問　

森
林
伐
採
後
の
多
く

が
、
再
造
林
さ
れ
て
い
な

い
。
対
応
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
ま
た
、
森
林
環

境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
県

道
２
号
線
沿
い
の
市
有
林
に

展
望
台
は
設
置
で
き
な
い

か
。

答　

国
県
の
造
林
補
助
事

業
、
森
林
を
ま
も
り
そ
だ
て

る
整
備
事
業
の
実
施
に
加

え
、
本
市
独
自
の
上
乗
せ
補

助
を
実
施
す
る
。
展
望
台
設

置
に
つ
い
て
は
、
再
造
林
の

啓
発
や
森
林
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
森
林
環
境
教
育

は
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
街
路
新
町
線
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　
　

20
人
が
一
般
質
問　

市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！

15 14

宮
内
　
博  

議
員

宮
田
　
竜
二  

議
員

ご
み
焼
却
場
建
設
と
ご
み
減
量

化
計
画
に
か
い
離
は
な
い
か

霧
島
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
及
び
国
保
事
業

計
画
の
現
状
と
将
来
は

木
野
田
　
誠  

議
員

観
光
行
政
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
後
の
対
応
策
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

病
気
や
障
が
い
な
ど
を

持
つ
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス

は
あ
る
の
か
。

答　

就
学
前
は
児
童
発
達
支

援
、
18
歳
未
満
の
児
童
・
生

徒
及
び
学
生
は
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
に
保

育
所
等
訪
問
支
援
、
居
宅
訪

問
型
児
童
発
達
支
援
な
ど
が

あ
る
。
小
・
中
学
校
で
は
、

通
級
指
導
教
室
や
特
別
支
援

学
級
を
開
設
し
、
通
常
学
級

で
も
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
配
置
す
る
な
ど
、
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い

る
。

問　

市
内
の
医
療
的
ケ
ア
児

の
人
数
と
受
け
入
れ
保
育
園

の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う

等
を
使
用
し
、
た
ん
の
吸
引

や
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療
的

ケ
ア
を
日
常
に
必
要
と
す
る

医
療
的
ケ
ア
児
は
、
10
名
ほ

ど
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
令
和
２
年
度
に
利

用
開
始
し
た
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
児

童
は
３
名
で
、
現
在
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
保
育
所
等
を
利

用
し
て
い
る
。

問　

重
度
訪
問
介
護
利
用
者

の
大
学
就
学
支
援
事
業
の
利

用
者
は
い
る
の
か
。

答　

重
度
訪
問
介
護
利
用
者

は
７
名
い
る
が
、
大
学
就
学

支
援
事
業
の
利
用
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
霧
島
総
合
支
所
の
今
後
に

　

つ
い
て

問　

県
道
国
分
霧
島
線
か
ら

第
一
工
業
大
学
構
内
を
通
っ

て
奈
良
田
団
地
ま
で
の
新
町

線
は
、
大
隅
方
面
か
ら
鹿
児

島
空
港
へ
向
う
車
を
ス
ム
ー

ズ
に
誘
導
す
る
た
め
、
平
成

６
年
に
都
市
計
画
決
定
の
道

路
で
あ
る
。
第
一
工
業
大
学

の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
昨

年
12
月
に
完
成
し
た
。
と
こ

ろ
が
県
道
と
の
交
差
点
に
右

折
車
線
が
な
い
た
め
県
道
を

渡
る
の
に
時
間
が
掛
か
る
と

の
苦
情
が
あ
る
。
解
決
策
を

考
え
て
い
る
か
。

答　

県
道
と
の
交
差
点
に
右

折
車
線
が
な
い
た
め
、
信
号

待
ち
で
国
分
総
合
プ
ー
ル
前

ま
で
滞
留
す
る
状
況
に
あ

る
。
右
折
車
線
の
整
備
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
着
手
し
て

お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ど
も
館
の
進
捗
状
況
は

問　

改
修
費
や
遊
具
に
約
２

億
円
、
年
間
運
営
費
に
３
千

万
円
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も

館
の
現
在
ま
で
の
経
緯
と
進

捗
状
況
と
開
館
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

答　

現
在
、
必
要
な
改
修
工

事
を
終
え
屋
内
外
遊
具
の
整

備
な
ど
、
７
月
中
の
開
館
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

小
規
模
校
の
学
校
図
書

館
を
地
域
に
開
放
し
て
、
交

流
の
場
に
で
き
な
い
か
。

答　

学
校
図
書
館
の
本
来
の

目
的
や
児
童
生
徒
の
利
用
を

妨
げ
な
い
配
慮
を
し
、
住
民

の
要
請
に
積
極
的
に
対
応
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
一
つ
の
方
法
だ

と
考
え
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
本
市
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
導
入
で
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を

問　

南
大
隅
町
で
は
、「
持

ち
運
び
で
き
る
役
場
の
相
談

窓
口
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し

て
い
る
が
、
本
市
もLIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
、
本

市
独
自
の
（
仮
称
）
霧
島
ア

プ
リ
の
運
用
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
導
入
に
つ
い
て
は
、（
仮

称
）
霧
島
ア
プ
リ
の
補
完
的

な
役
割
を
担
う
も
の
と
し

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
か
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
老
朽
化
が
進
む
市
営
住
宅

　

の
改
善
策
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
活
用
策
等

　

に
つ
い
て

平
原
　
志
保  

議
員

池
田
　
綱
雄  

議
員

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を

開
通
し
た
新
町
線
の
渋
滞

解
消
を

愛
甲
　
信
雄  

議
員

学
校
図
書
館
開
放
で

新
た
な
地
域
交
流
の
場
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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支援策 件数 金額(円)

国保傷病手当金の支給

国保税徴収の猶予

2

6

108

133

164,076

983,800

2,668,200

31,825,600

R１

R２
国保税の減免


